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9月定例会は、平成29年9月13日から22日まで10日間の会期で開催した。提出議案は平成
29年度一般会計補正予算3件、専決1件、28年度決算認定5件、条例の制定2件、条例の一
部改正3件、教育委員会委員の任命等人事案件2件、議員発議案3件、追加議案1件を審議
し、すべて可決、承認、認定、推薦、同意した。
一般質問では4議員が登壇し（8～11ページに掲載）それぞれ町の考えを質問した。

※第3日、第8日は議事の都合、4日、5日・6日は休日により休会とした。

掲 載 頁

3頁

4～5頁

8～11頁

4～5頁

6～7頁

4～5頁

4頁

5頁

5頁

4頁

平 成29年 9 月 定 例 会 議 案 事 項

・諸報告
・町長から行政等報告
・平成29年度一般会計補正予算（2号）（専決） 【上程】【審議】【承認】
・平成29年度一般会計補正予算（3号） 【上程】
・平成29年度特別会計（国民健康保険・介護保険）補正予算 【上程】
・神山町子どもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部改正他2件 【上程】
・神山町集合住宅設置及び管理に関する条例の制定他1件 【上程】

・平成28年度一般会計歳入歳出決算認定他4件 【上程】
・監査委員意見陳述
・決算関係書類審査

一般質問 西崎哲夫議員 佐出由恵議員 細井成富議員
森本吉治議員

決算関係書類審査

保留議案の審議（予算）
・平成29年度一般会計補正予算（第3号） 【審議】【可決】
・平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 【審議】【可決】
・平成29年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 【審議】【可決】

保留議案の審議（決算）
・平成28年度一般会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成28年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成28年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】

保留議案の審議（条例の改正）
・神山町子どもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部改正 【審議】【可決】
・神山町環境センター設置及び管理に関する条例の一部改正 【審議】【可決】
・神山町営住宅設置及び管理に関する条例及び神山町単独住宅設置及び管理に関
する条例の一部改正 【審議】【可決】

保留議案の審議（条例の制定）
・神山町集合住宅設置及び管理に関する条例の制定 【審議】【可決】
・神山町賃貸住宅設置及び管理に関する条例の制定 【審議】【可決】

人事案件
・人権擁護委員候補者の推薦 【上程】【推薦】
・神山町教育委員会委員の任命 【上程】【同意】

議員発議案
・「全国森林環境税」の創設に関する意見書 【上程】【可決】
・その他（議員派遣・委員会の閉会中の継続調査） 【上程】【可決】

追加議案
・財産の取得 【上程】【審議】【承認】

日

第
1
日

第
2
日
第
7
日
第
9
日

第
10
日

9 月 定 例 会9 月 定 例 会神山町議会

２議会だより かみやま議会だより かみやま
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町町
長長
かか
らら
のの
行行
政政
報報
告告

9
月
定
例
会
に
先
立
ち
、
行
政
報

告
が
行
わ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

8
月
13
日
か
ら
21
日
の
日
程
で
7

名
の
中
学
生
や
高
校
生
が
国
際
交
流

を
目
的
と
し
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

お
宅
で
国
際
感
覚
を
幾
ば
く
か
で

も
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

10
月
18
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
オ

ラ
ン
ダ
の
訪
問
先
の
方
々
11
名
が
神

山
町
を
訪
ね
て
く
れ
る
こ
と
と
な

り
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
が
一
層
深

ま
る
気
が
し
て
き
た
。

9
月
1
日
に
第
7
回
創
造
農
村

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
本
町
に
お
い

て
、
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
地
域

活
性
化
の
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
盛
況
の
う

ち
に
終
っ
た
。

9
月
2
日
に
関
西
広
域
連
合
「
地

域
元
気
づ
く
り
」
ア
ー
ト
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

が
本
町
で
開
催
さ
れ
る
。
1
4
0
名

程
度
の
人
が
訪
れ
た
。

9
月
10
日（
日
）「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」

今
年
で
22
回
目
の
開
催
と
な
り
本

町
か
ら
は
、
サ
ン
マ
に
す
だ
ち
は
つ

き
も
の
で
、
す
だ
ち
Ｐ
Ｒ
と
し
て
参

加
を
し
、
20
回
を
数
え
て
い
る
。
特

に
す
だ
ち
の
「
つ
か
み
取
り
」
は
人

気
で
長
蛇
の
列
が
で
き
る
。
3
万
人

の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

8
月
26
・
27
日
の
東
京
高
円
寺
の

阿
波
踊
り
に
も
3
回
目
の
参
加
。
関

東
方
面
で
の
す
だ
ち
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
て
い
る
。
下
北
沢
、
南
越
谷
の
阿

波
踊
り
に
も
今
年
か
ら
参
加
し
て
お

り
今
後
も
続
け
て
参
加
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
の
現
状

町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
地
方
創
生

事
業
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
現

状
を
見
て
い
た
だ
き
理
解
を
深
め
て

頂
き
た
く
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
っ

て
い
る
。
今
ま
で
に
16
グ
ル
ー
プ
の

参
加
が
あ
っ
た
。
昼
食
費
だ
け
ご
負

担
い
た
だ
い
て
い
る
。

地
方
交
付
税
が
2
年
間
で
大
幅
減

人
口
の
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
地
方
交
付
税
が
1
億
2
0
0
0
万

円
（
2
年
間
で
）
減
額
と
な
っ
た
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
執
行
し
て

い
か
ね
ば
と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
関
連
で
は

2
0
6
0
年
に
3
2
0
0
人
の
人

口
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、毎
年
44
人

の
転
入
が
必
要
と
な
る
。昨
年
度
は
42

人
の
転
入
者
数
が
あ
り
、95
・
4
％
の

達
成
率
と
な
っ
て
い
る
。今
後
も
44
人

の
転
入
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は

総
務
費

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
関
連
予
算
・
若
者

定
住
支
援
住
宅
予
算

民
生
費

障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児
童
福

祉
法
の
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

の
経
費

土
木
費

若
者
定
住
支
援
住
宅
新
築
等
補
助

金
の
追
加
申
請
で
追
加
計
上

教
育
費

10
月
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
神
山
町
へ

訪
問
団
が
訪
れ
る
の
で
必
要
な
経
費

を
計
上

神
山
中
学
校
の
改
修
工
事
、
神
領

公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
取
り
替
え
工
事

災
害
復
旧
費

林
道
災
害
の
4
ヶ
所
分
の
復
旧
経
費

目黒のさんま祭りでのスダチＰＲ

オランダ国際交流プロジェクト
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平成29年度補正予算

一般会計（第3号） 補正額 2億2339万円（46億9130万円）

国民健康保険特別会計（第2号）補正額 696万円（11億 46万円）

介護保険特別会計（第2号） 補正額 ▲9万円（11億4144万円）

予算合計 補正額 2億3026万円（69億3320万円）

（ ）は予算総額

平成29年度専決補正予算

一般会計（第2号） 補正額 2100万円（44億6790万円）

平成29年度補正予算・条例制定・条例改正・その他の主な内容

平成29年度一般会計補正予算（第3号）

・ＬＥＤ防犯灯導入調査業務委託料 692万円

・ＬＥＤ防犯灯電柱取替工事 972万円

・番号制度対応システム改修委託料 132万円

神山町集合住宅設置及び管理に関する条例

制定内容 集合住宅利用者負担額、住宅の管理や募集に関する手続きの制定

神山町賃貸住宅設置及び管理に関する条例

制定内容 賃貸住宅利用者負担額、住宅の管理に関する手続きの制定

財産の取得について（大埜地集合住宅 S－2棟用木材購入） 912万6千円

神山町環境センター設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例

改正内容 紙おむつの収集・処理を実施する専用の袋を指定し、販売するため

（平成29年12月1日から）

神山町営住宅設置及び管理に関する条例及び神山町単独住宅設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例

改正内容 公営住宅法が改正による条ずれの対応

平成29年度一般会計補正予算（第3号）

・国民健康保険特別会計繰出金 ▲337万円

総

務

課

住

民

課

税

務

保
健
課

補正予算・条例制定・条例改正・その他補正予算・条例制定・条例改正・その他

４議会だより かみやま議会だより かみやま
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人人

事事

案案

件件

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

鍛
治

昇
氏

神
領
字
東
大
久
保

任
期

平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
32
年
12
月
31
日

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

山
口
英
二
氏

阿
野
字
南
行
者
野

任
期

平
成
29
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
33
年
9
月
30
日

平成29年度補正予算・条例制定・条例改正・その他の主な内容

平成29年度一般会計補正予算（第3号）
・障害福祉システム改修委託料 129万円
・子どもはぐくみ医療システム改修業務委託料 37万円
神山町子どもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
改正内容 徳島県子どもはぐくみ医療費の助成に関する条例の改正による対応

平成29年度一般会計補正予算（第3号）
・移住者支援空家改修補助金 150万円
・小動物処理業務委託料 54万円
・若者定住支援住宅新築等補助金 750万円

専決 平成29年度一般会計補正予算（第2号）
・現年林道災害測量設計委託料（集中豪雨） 2100万円
平成29年度一般会計補正予算（第3号）
・現年林道災害測量設計委託料（台風5号） 1200万円
・現年林道災害復旧工事（4箇所） 2億円

平成29年度一般会計補正予算（第3号）
・中学校校舎改修工事 600万円
・神山町国際交流プロジェクト委託料（オランダ受入） 120万円
・公民館エアコン改修工事 108万円

議員発議案
「全国森林環境税」の創設に関する意見書
平成29年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な
財源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等し
く負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平成30年度税制改
正において結論を得る」と明記されたことから、森林・林業・山村対策の抜本的強化をはか
るための「全国森林環境税」の早期導入を強く求める。 （賛成多数可決）

健

康

福

祉

課

産

業

観

光

課

建

設

課

教

育

委

員

会

議

会

第35号
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歳　入
51億7864万円
（100%）

地方贈与税
8863万円
（1.7%）

地方交付税
23億104万円
（44.4%）

分担金・
使用料
7199万円
（1.4%）

国庫支出金
4億552万円
（7.8%）

県支出金
3億3539万円
（6.5%）

町債
4億1380万円
（8.0%）

その他
10億6535万円
（20.6%）

町税
4億9692万円
（9.6%）

歳　出
48億5572万円
（100%）

人件費
7億9075万円
（16.3%）

扶助費
3億9862万円
（8.2%）

積立金
7億470万円
（14.5%）

物件費
7億479万円
（14.5%）

普通建設事業費
6億2506万円
（12.9%）

公債費
3億7535万円
（7.7%）

繰出金
4億6167万円
（9.5%）

補助費等
4億9446万円
（10.2%）

その他
3億32万円
（6.2%）

平成28年度

決 算

計

7，595，986
7，510，520
85，446
1．1

7，146，884
7，061，593
85，291
1．2

特 別 会 計
後期高齢者医療

121，083
115，115
5，968
5．2

120，863
115，085
5，778
5．0

介護保険
1，030，037
1，012，100
17，937
1．8

971，573
975，650
△4，077
△0．4

簡易水道事業
168，177
177，549
△9，372
△5．3

164，312
170，359
△6，047
△3．5

国民健康保険
1，098，052
1，113，752
△15，700
△1．4

1，015，691
993，376
22，315
2．2

一般会計

5，178，637
5，092，004
86，633
1．7

4，874，446
4，807，124
67，322
1．4

会 計 区 分

28 年 度
27 年 度
増減額
増減率（％）
28 年 度
27 年 度
増減額
増減率（％）

歳 入

歳 出

一般会計と特別会計合わせ

75億9599万円を認定‼
●平成28年度決算状況 （単位：千円）

●一般会計決算の内訳

28年度普通会計地方財政状況調査に基
づくもので、決算額と一致しない。

６議会だより かみやま議会だより かみやま



解 説

1に近く1を超えるほど財源に余裕がある。

財政構造の弾力性を判断する指数で、75％程度に納まるのが妥当と考えられている。

全ての事業の公債費率で、18％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要。

指 数

27年度

0．21

74．7

3．5

28年度

0．21

75．7

2．6

名 称

財 政 力 指 数

経常収支比率

実質公債費比率

前年度との比較

増減率（％）

△3．9

141．3

△14．3

160．2

△5．0

179．2

△5．2

増減額

△1，154，234

363，500

△1，539，012

121，380

△37，300

100，000

△2，145，666

未 収 額

27年度

29，360，817

257，200

10，787，362

75，750

749，400

55，800

41，286，329

28年度

28，206，583

620，700

9，248，350

197，130

712，100

155，800

39，140，663

区 分

町 税

町 営 住 宅 使 用 料

国 民 健 康 保 険 税

簡 易 水 道 使 用 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

計

4，966，943

923，364

2，565，982

50，000

5，000

31，280

124，074

243

8，666，886

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他 の 基 金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

簡易水道事業基金

介護給付費準備基金

そ の 他 の 基 金

計

一

般

国

保

水
道

介

護

●平成28年度の財政状況

●平成28年度町税等未収金の状況 （単位：円）

平成28年度「一般活計・特別会計」決算を認定
－安心安全な住み良いまちづくりの決算になったか－
決算額を前年度と比較し、歳入で増加したのは繰入金
4億1841万円396．4％増、国庫支出金2116万円5．5％増が
あげられ、逆に減少したのは県支出金2億1329万円
38．9％減、町債1億7340万円29．5％減などとなっている。
歳出で増加したのは、総務費で5億1880万円42．8％
増、土木費で1億3128万円57．7％増などとなっている。
減少したのは災害復旧費2億8202万円54．2％減、教育費
1億9497万円33．7％減などとなっている。
増加は、つなぐ公社補助金など地方創生推進事業、町
営住宅改修工事、減少は、災害による復旧事業、学校給
食センター建替工事が完了したことなどによる。
財政では、実質公債費比率が2．6％（昨年度3．5％）で、

昨年度より0．9ポイント下回っているが、さらに効率的
な財政運営に努力するよう監査委員から指摘があった。

税の公平化と収納に努力を～町税等 滞納総額3914万円

借入金や基金はいくらに
なっているのか
●地方債現在高（3月31日現在）

32億980万4千円

●基金残高（3月31日現在）（単位：千円）
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質
問
①

高
齢
化
の
た
め
、
す
だ
ち
農
家
の

労
働
力
不
足
の
少
し
で
も
緩
和
の
た

め
阿
波
す
ず
香
の
導
入
に
よ
り
、
収

穫
期
の
分
散
、
加
工
の
多
様
化
を
実

践
し
て
は
。

答
弁
（
町
長
）

阿
波
す
ず
香
は
県
の
試
験
場
が
開

発
し
た
新
品
種
で
あ
る
。
3
年
前
情

報
を
入
手
し
、
県
の
開
発
者
の
方
も

来
て
も
ら
い
、
果
実
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
時
す
で
に
本
町
の
農
家

で
貯
蔵
試
験
を
し
て
い
た
。
大
き
さ

は
ゆ
こ
う
位
で
、
す
だ
ち
よ
り
酸
味

も
香
り
も
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

収
穫
出
荷
は
青
い
う
ち
か
、
色
が
つ

い
て
か
ら
か
と
か
、
新
品
種
の
た

め
、
ど
う
や
っ
て
市
場
開
拓
す
る
か

等
々
を
当
時
の
役
場
担
当
者
、
県
、

Ｊ
Ａ
、
生
産
者
と
検
討
し
た
結
果
、

本
町
で
は
導
入
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

質
問
②

極
端
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ

る
、
地
域
力
の
低
下
に
あ
る
。
山
間

集
落
の
行
政
支
援
策
と
し
て
、
役
場

に
集
落
支
援
員
を
配
置
し
て
は
。

答
弁
（
町
長
）

山
上
の
集
落
ほ
ど
高
齢
化
が
進
み

消
滅
の
危
機
に
あ
る
集
落
も
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
集

落
に
ど
の
様
に
行
政
が
手
を
差
し
の

べ
て
、
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
導
入
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討

し
て
お
り
、
要
綱
の
案
も
出
来
て
い

る
。
今
ま
さ
に
推
進
す
る
た
め
の
手

前
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
課
題
と

し
て
は
、
集
落
支
援
員
の
人
材
で
あ

り
、求
め
る
手
法
、町
内
か
町
外
か
、

両
面
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

質
問
③

町
内
に
残
る
古
い
写
真
は
、
時
代

を
物
語
る
貴
重
な
文
化
資
産
で
あ

る
。
町
民
の
共
有
財
産
と
し
て
、
次

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
町
の
仕
事
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
保
存
と
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
ん
で
は
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

本
町
で
は
民
間
企
業
で
、
古
い
写

真
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
劣
化
し
な
い

う
ち
に
デ
ジ
タ
ル
保
存
、
又
映
像
に

関
連
す
る
情
報
も
保
存
し
、
神
山
町

史
の
写
真
映
像
版
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
教
委
と
し
て
は
町
民
に

情
報
の
提
供
を
呼
び
掛
け
、
国
、
県

等
の
補
助
事
業
等
の
活
用
を
検
討

し
、
こ
の
民
間
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
保
存
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
取
り
組
み
た
い
。

一一般般質質問問

①
ス
ダ
チ
と
ユ
ズ
の
交
配
新
品
種
の
導
入
に
つ
い
て

②
山
間
集
落
の
弱
体
化
対
応
に
つ
い
て

③
古
い
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
保
存
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て

西
崎
哲
夫
議
員

城川内集落（かつては13戸在ったが現在
3戸5人後期高齢者）

庄部集落（かつて11戸が現在1戸1人）

８議会だより かみやま議会だより かみやま



質
問
①

台
風
18
号
で
は
、
神
山
町
内
に
お

い
て
は
大
き
な
被
害
は
無
か
っ
た

が
、
五
反
地
地
区
の
皆
さ
ん
は
長
年

洪
水
に
よ
る
被
害
に
見
舞
わ
れ
浸
水

対
策
を
要
望
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

22
、
23
年
頃
に
1
期
2
期
工
事
と
し

て
堆
積
土
砂
の
除
去
と
現
広
野
小
学

校
裏
の
護
岸
工
事
等
が
行
わ
れ
て
以

降
被
害
は
出
て
い
な
い
。

し
か
し
、
再
び
土
砂
が
堆
積
し
て

お
り
浸
水
被
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
が
、
森
林
の
荒
廃
や
1
時
間

1
0
0
ミ
リ
に
も
及
ぶ
雨
量
、
土
砂

が
堆
積
す
る
場
所
と
流
出
す
る
場
所

の
二
極
化
が
進
む
な
ど
根
本
的
対
策

は
難
し
い
と
思
う
。
短
期
的
に
は
、

3
期
工
事
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た

堤
防
の
改
修
工
事
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
今
後
の
治
水
、
洪
水
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

当
時
護
岸
を
パ
ラ
ペ
ッ
ト
設
置
す

る
と
い
う
構
想
も
あ
っ
た
が
、
対
岸

の
広
野
、
河
口
付
近
の
人
家
が
浸
水

す
る
の
で
難
し
い
。
山
林
の
荒
廃
対

策
と
適
正
管
理
で
災
害
が
発
生
し
な

い
森
林
に
す
る
事
が
重
要
と
考
え
る

が
、
財
源
無
く
し
て
対
策
は
講
じ
ら

れ
な
い
。
新
阿
野
橋
が
完
成
す
れ
ば

さ
ら
に
水
位
を
下
げ
る
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

再
問
①

阿
野
橋
の
架
替
え
に
よ
り
流
量
が

増
え
、
下
流
域
の
行
者
野
、
入
田
地

区
の
浸
水
被
害
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
鮎
喰
川
全
体
を
見
据
え
た
対
策
を

希
望
す
る
。

質
問
②

6
月
に
「
福
祉
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
お
願
い
」
が
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
の
手
帳
所
持
者
の

方
へ
送
ら
れ
無
記
名
だ
と
書
か
れ
て

い
た
が
、
個
人
が
特
定
で
き
る
内
容

だ
っ
た
。
日
常
生
活
や
障
害
の
状

況
、
差
別
や
虐
待
の
相
談
相
手
な
ど

心
の
内
面
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容

か
ら
、
受
け
取
っ
た
方
が
不
愉
快
に

感
じ
ら
れ
た
と
相
談
が
あ
っ
た
。

平
成
30
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

障
害
者
基
本
計
画
、
第
5
期
障
害
福

祉
計
画
の
策
定
に
必
要
だ
と
理
解
は

す
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法
や
個

人
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
質
問
は
適

切
だ
っ
た
と
考
え
る
の
か
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）

国
の
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
調
査

内
容
で
統
計
的
な
処
理
を
行
い
基
礎

資
料
と
し
て
の
み
使
用
し
、
神
山
町

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り
適
切
な

管
理
の
も
と
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ

て
い
る
。

今
後
は
、
個
人
を
特
定
で
き
な
い

発
送
方
法
や
質
問
内
容
を
十
分
検
討

し
て
障
害
者
や
家
族
の
方
が
作
成
し

や
す
い
ア
ン
ケ
ー
ト
に
し
て
い
き
た

い
。

一一般般質質問問

①
五
反
地
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

②
福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

佐
出
由
恵
議
員

阿野橋下部から見た五反地河原

福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
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質
問
①

日
本
一
の
す
だ
ち
の
生
産
地
と
し

て
の
地
位
と
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
。
農

家
の
栽
培
意
欲
の
増
大
と
経
営
基
盤

の
確
立
、
後
継
者
育
成
、
農
業
従
事

者
全
般
の
労
働
軽
減
、
町
に
よ
る
農

道
の
整
備
や
施
設
へ
の
無
利
子
融

資
、
宣
伝
販
売
の
支
援
等
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
両
面
に
於
い
て
行
政
の
財
政

的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ

る
。
町
の
考
え
と
意
気
込
み
は
。

答
弁
（
町
長
）

後
継
者
あ
る
い
は
新
規
就
農
者
の

育
成
、
施
設
整
備
等
を
考
え
な
が
ら

大
消
費
地
等
へ
の
売
り
込
み
Ｐ
Ｒ
に

よ
り
日
本
一
の
産
地
と
し
て
継
続
出

来
る
よ
う
な
展
開
を
計
り
た
い
。
国

県
町
や
Ｊ
Ａ
あ
る
い
は
金
融
機
関
も

参
画
し
て
頂
き
継
続
的
な
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

質
問
②

阿
野
橋
の
開
通
は
何
時
に
な
る

か
。

答
弁
（
町
長
）

取
り
合
い
道
路
と
電
気
工
事
等
が

残
っ
て
お
り
完
成
は
年
度
内
。

質
問
③

町
民
の
多
く
か
ら
「
神
山
町
は
ど

っ
ち
の
方
向
に
い
っ
と
る
か
よ
く
分

ら
ん
」
と
耳
に
し
ま
す
。
現
状
と
将

来
像
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

答
弁
（
町
長
）

神
山
町
の
町
民
憲
章
に
沿
っ
て
施

策
を
具
体
化
し
て
い
る
。
社
人
研
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
2
0
6
0

年
に
神
山
町
の
人
口
が
1
1
4
5
人

と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
44
人
の
移
住

者
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の
年
の
人
口

3
2
0
0
人
を
目
指
し
町
が
存
続
し

得
る
よ
う
、
地
方
創
生
戦
略
と
し
て

「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
、「
神
山
つ

な
ぐ
公
社
」
と
「
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。

町
内
を
回
る
バ
ス
ツ
ア
ー
等
を
利
用

し
て
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
に
施
策
を
理
解
し
て
頂
く

こ
と
が
肝
要
と
思
っ
て
い
る
。

一一般般質質問問

①
す
だ
ち
の
宣
伝
・
販
売
拡
大
の
予
算
増
額
は
で
き
な
い
か

②
阿
野
橋
の
開
通
は
何
時
か

③
神
山
町
政
の
方
向
性
の
説
明
を
求
め
る

細
井
成
富
議
員

年度内の開通をめざして工事の進む阿野橋

１０議会だより かみやま議会だより かみやま



質
問
①

今
夏
、
町
内
の
中
学
生
、
高
校
生

を
対
象
に
オ
ラ
ン
ダ
に
短
期
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
、
肌
で
外
国
の
文
化
を

体
感
で
き
た
と
思
う
し
、
非
常
に
有

意
義
な
経
験
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
帰
国
報
告
会
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
と
き
の
内
容
説
明
を
。

答
弁
（
教
育
長
）

神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
8
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で

の
8
日
間
7
名
の
中
、
高
校
生
が
オ

ラ
ン
ダ
を
訪
問
。
9
月
3
日
に
報
告

会
が
開
催
さ
れ
た
。

訪
問
す
る
前
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
言
葉
の
不
安
が
あ
っ
た
が
、
オ
ラ

ン
ダ
人
は
み
ん
な
優
し
く
親
切
だ
っ

た
こ
と
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て

ゆ
っ
く
り
英
語
で
話
し
て
く
れ
た
こ

と
や
、
多
く
の
生
徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
。
ま

た
自
分
の

英
語
が
伝

わ
っ
た
時

の
う
れ
し

さ
を
実
感

し
た
。
受

け
入
れ
プ

ロ
グ
ラ
ム

で
は
自
分

が
受
け
た

以
上
の
お

も
て
な
し

を
し
た
い
と
発
言
す
る
生
徒
が
多
く

な
っ
た
。
今
回
初
め
て
だ
っ
た
の
で

課
題
も
あ
っ
た
。
訪
問
中
、
学
校
が

休
み
の
た
め
学
校
で
の
交
流
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
訪
問
時
期
の
検
討

が
い
る
。
今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
訪
問
は

生
徒
た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
、
今

後
の
生
徒
た
ち
自
身
の
生
活
に
好
影

響
を
も
た
ら
す
も
の
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
と
も
検
討
改
善
を
加
え
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
②

町
内
に
は
道
路
上
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
看
板
が
置
か
れ
、
景
観
上
美
し
く

な
い
。
業
者
は
道
案
内
も
か
ね
て
置

い
て
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
有
名
な
景

勝
地
で
は
色
数
も
統
一
さ
れ
て
い
た

り
し
て
、
け
ば
け
ば
し
い
看
板
は
見

受
け
ら
れ
な
い
。
田
舎
で
も
そ
の
土

地
の
景
観
を
保
た
せ
る
為
規
制
を
も

う
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
最
初

に
看
板
か
ら
始
め
て
、数
、大
き
さ
、

の
制
限
、
神
山
に
に
つ
か
ぬ
看
板
の

制
限
な
ど
景
観
に
関
す
る
条
例
は
で

き
な
い
も
の
か
。

答
弁
（
産
業
観
光
課
長
）

徳
島
県
は
屋
外
広
告
条
例
を
制
定

し
、
設
置
す
る
区
域
、
形
状
、
面
積

を
規
制
し
、
神
山
町
も
条
例
の
適
用

を
受
け
て
い
る
。
市
町
村
は
県
と
協

議
に
よ
り
景
観
行
政
団
体
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
本
町
は
景
観
条
例

を
制
定
し
て
い
な
い
。
県
下
で
は
8

市
町
が
制
定
し
、
景
観
区
域
を
指
定

し
た
り
土
地
の
形
状
、
樹
木
の
伐
採

な
ど
規
制
し
て
い
る
。
神
山
町
も
中

山
間
地
域
の
風
景
を
保
存
で
き
る
よ

う
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

質
問
③

若
者
が
家
を
新
築
し
、
安
住
し
た

い
が
土
地
の
確
保
に
頭
を
悩
ま
し
て

い
る
と
聞
く
。

町
は
40
歳
ま
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
の

家
の
改
修
費
用
に
、
ま
た
移
住
者
の

空
き
家
の
改
修
費
用
に
限
度
1
5
0

万
円
を
補
助
し
て
い
る
が
、
そ
の
費

用
を
住
む
こ
と
の
廃
屋
の
解
体
に
回

さ
せ
て
も
ら
い
更
地
を
町
、
又
は
移

住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
に
仲
介
し
て

も
ら
い
借
地
と
し
て
利
用
で
き
な
い

か
。

答
弁
（
町
長
）

今
、
若
者
集
合
住
宅
を
大
埜
地
に

建
設
し
て
い
る
が
、
最
後
の
子
供
さ

ん
が
18
歳
以
上
に
な
る
と
退
去
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
仕
組
み
で
や
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
住
み

替
え
で
町
外
に
出
て
行
か
れ
た
の
で

は
当
初
の
神
山
町
の
目
的
と
違
っ
て

く
る
。
今
後
子
育
て
が
終
わ
り
新
居

を
建
て
る
と
き
の
土
地
の
ス
ト
ッ
ク

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
老
朽
家
屋

で
あ
れ
ば
町
が
解
体
し
、
貸
し
出
す

こ
と
も
可
能
だ
し
、
町
が
宅
地
を
売

り
出
す
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
ど
う
こ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
が
、
森

本
議
員
の
方
法
も
一
つ
と
し
て
す
で

に
考
え
て
い
る
。

一一般般質質問問

①
オ
ラ
ン
ダ
の
短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
効
果
に
つ
い
て

②
屋
外
看
板
の
規
制
に
つ
い
て

③
若
者
の
新
築
住
宅
用
地
確
保
に
つ
い
て

オランダでの国際交流の様子

森
本
吉
治
議
員

第35号
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県県
外外
行行
政政
視視
察察
研研
修修

日日
程程

77
月月
1122
日日

11
日日
目目

視視
察察
先先

島島
根根
県県
奥奥
出出
雲雲
町町
横横
田田
庁庁
舎舎

島
根
の
や
や
東
部
に
位
置
し
、
人

口
1
3
0
6
6
人
、
高
齢
化
率
41
％

の
山
間
部
の
町
で
あ
る
。

視
察
目
的

電
力
の
地
産
地
消
に

よ
る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て
。
島
根
県
は
立
地
条
件
の
有
利
性

か
ら
か
、
23
発
電
所
が
あ
り
、
出
力

7
3
3
5
Ｗ
で
あ
り
中
国
5
県
で
第

一
位
で
あ
る
。
奥
出
雲
町
は
町
有
の

発
電
所
と
し
て
3
ヶ
所
の
水
力
発
電

所
を
保
有
し
て
い
る
。

島
根
県
で
は
初
め
て
自
治
体
主
導

の
小
売
電
気
事
業
者
「
奥
出
雲
電
力

株
式
会
社
」
を
平
成
28
年
に
設
立
し

て
い
る
。

設
立
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

○
安
価
な
電
力
の
提
供

小
売
電
気
事
業
者
と
し
て
の
、
収

益
を
最
大
限
需
要
家
に
還
元
す
る
こ

と
で
電
気
代
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
安

く
提
供
。

①

公
共
施
設
で
は
、
電
気
代
の
削

減
額
を
他
の
予
算
に
回
す
こ
と
で
、

多
様
化
す
る
行
政
施
策
に
対
応
。

②

地
元
企
業
に
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
負
担
軽
減
に
よ
り
収
益

が
増
大
し
、
事
業
活
動
の
活
性
化

が
見
込
め
る
。

③

地
元
一
般
家
庭
で
は
、
生
活
コ

ス
ト
の
負
担
軽
減
と
な
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
住
み
よ
い
環
境
に
。
と

っ
て
は
人
口
流
出
の
防
止
、
新
た

な
人
口
の
呼
び
込
み
に
も
繋
が
る
。

電
力
の
地
産
地
消
に
よ
り
、
町
の

活
性
化
の
取
り
組
み
は
十
分
理
解
出

来
る
が
、
町
が
3
ヶ
所
の
水
力
発
電

所
を
保
有
出
来
る
地
理
的
条
件
は
絶

対
的
な
要
件
で
あ
り
、
他
の
自
治
体

で
お
い
そ
れ
と
真
似
の
出
来
る
も
の

で
は
な
い
と
思
う
。
神
山
町
で
過
去

に
四
国
電
力
が
保
有
の
神
通
発
電

所
、
神
領
発
電
所
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
を
再
整
備
し
て
再
稼
動
す
る
こ
と

の
費
用
対
効
果
と
考
え
る
と
課
題
が

多
す
ぎ
る
と
思
う
。
売
電
す
る
に
も

2
0
0
ｋ
Ｗ
未
満
で
は
採
算
が
と
れ

な
い
と
の
こ
と
で
、
小
規
模
な
水
力

発
電
で
は
自
家
用
や
小
地
域
で
の
需

要
の
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

特
に
視
察
先
で
の
仁
多
、
三
沢
、
両

水
力
発
電
所
は
町
保
有
以
前
は
Ｊ
Ａ

の
保
有
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
に
意
外

性
を
感
じ
た
。

（
西
崎
哲
夫
）

使用水量
（㎥／s）

0．98

1．75

0．30

年間発電量
（MWh）

1，647

1，311

700

定格出力
（kW）

198

199

158

仁多発電所

三沢発電所

阿井発電所

奥出雲町での研修

１２議会だより かみやま議会だより かみやま
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日日
程程

77
月月
1133
日日

22
日日
目目

若若
者者
定定
住住
にに
つつ
いい
てて

島島
根根
県県
飯飯
南南
町町
をを
訪訪
れれ
てて

1
、
定
住
者
の
仕
事
の
確
保
（
地

域
振
興
課
）
2
、農
林
業
後
継
者
の

確
保
（
産
業
振
興
課
）
3
、
子
育
て

支
援
の
取
り
組
み
（
住
民
課
）
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

平
成
28
年
度
定
住
施
策
を
通
じ
て

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
人
数
は
過
去
最
高

の
53
人
。
町
の
人
口
の
お
よ
そ
1
％

に
あ
た
る
人
数
が
移
住
し
て
き
て
い

る
。
ま
ず
定
住
者
の
仕
事
の
確
保
で

飯
南
町
は
、
人
口
5
0
2
3
人
の
町

で
求
人
が
1
1
4
名
あ
り
、
人
材
が

不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
の
こ

と
。
近
隣
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南
市

ま
で
片
道
40
㌔
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
、
求
職
登
録
者
へ
求
人

情
報
を
提
供
。地
域
振
興
課
内
に「
定

住
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
あ
ら

た
に
平
成
29
年
度
か
ら
「
人
材
確
保

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
町
広
報

へ
の
求
人
情
報
掲
載
も
開
始
、
積
極

的
に
人
材
確
保
に
注
力
し
て
い
る
。

住
宅
の
確
保
は
、
民
間
の
住
宅
は
無

く
町
営
住
宅
（
1
7
0
戸
）
か
空
き

家
バ
ン
ク
だ
け
で
、
こ
れ
ま
で
に
定

住
促
進
賃
貸
住
宅
18
戸
建
設
し
て
お

り
計
63
人
（
人
口
の
約
1
・
2
％
）

が
入
居
し
て
お
り
、
現
在
3
戸
建
設

中
で
あ
る
。
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ（
中
国
エ
リ
ア
）で
は
、

若
者
世
代
、
子
育
て
世
代
、
シ
ニ
ア

世
代
が
住
み
た
い
田
舎
第
1
位
に

2
0
1
7
年
2
月
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
。
町
と
し
て
「
1
人
1
人
の
将

来
の
住
む
こ
と
に
重
き
を
置
き
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

農
林
業
後
継
者
の
確
保
で
特
に
訪

れ
て
目
に
つ
い
た
の
は
、
圃
場
整
備

の
行
き
届
い
て
い
る
の
に
は
驚
い

た
。
圃
場
整
備
率
が
整
備
可
能
面
積

9
2
5
ha
に
対
し
整
備
済
み
面
積

7
2
9
ha
で
、
ち
な
み
に
農
家
戸
数

6
2
7
戸
農
業
従
事
者
数
1
、1
7
0

人
経
営
耕
地
面
積
1
・
0
8
1
ha

（
平
成
27
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）
神

山
町
は
平
成
28
年
度
農
家
戸
数
約

9
3
6
戸
農
業
従
事
者
数
約
7
1
4

人
経
営
耕
地
面
積
約
2
・
5
4
8
ha

で
あ
る
。
特
色
と
し
て
農
業
後
継
者

育
成
支
援
事
業
で
は
、
農
業
を
始
め

ら
れ
る
方
を
対
象
に
ハ
ウ
ス
の
設
置

費
用
の
2
／
3
以
内
、
農
業
用
機
械

の
導
入
費
用
の
1
／
2
以
内
を
補

助
。
園
芸
ハ
ウ
ス
整
備
支
援
事
業
で

は
、
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
、
パ
プ
リ
カ

に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
園
芸

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
制
度
で
は
、
鹿
児
島

県
の
農
業
法
人
（
株
）
福
岡
園
芸
初

め
営
農
組
合
、
新
規
就
農
者
等
反
あ

た
り
使
用
料
月
7
万
〜
10
万
円
で
貸

し
出
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
で
は
、

特
に
保
・
小
・
中
・
高
一
貫
教
育
の

実
施
で
町
内
4
保
育
所
、
4
小
学

校
、
2
中
学
校
、
1
高
等
学
校
が
一

貫
し
た
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
少
子
高
齢
化
の
波
が
全
国

的
に
押
し
寄
せ
て
い
る
が
、
西
日
本

の
離
島
や
山
間
部
の
小
規
模
町
村

（
市
町
村
合
併
し
て
い
な
い
自
治
体

が
上
位
を
占
め
る
）
が
検
討
し
て
、

転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
る
社
会
増

を
実
現
し
た
市
町
村
は
11
・
7
％
に

上
が
っ
て
い
る
。

（
河
野
雅
俊
）

飯南町での研修

第35号
平成29年11月15日発行
第35号
平成29年11月15日発行１３
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日日
程程

77
月月
1144
日日

33
日日
目目

森森
林林
再再
生生（（
木木
質質
ババ
イイ
オオ
ママ
スス
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
事事
業業
））にに
つつ
いい
てて

島島
根根
県県
雲雲
南南
市市

一
昨
年
に
新
築
さ
れ
た
真
新
し
い

雲
南
市
役
所
で
、
歓
迎
の
挨
拶
を
受

け
た
の
ち
森
林
再
生
（
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
）
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
。

平
成
16
年
11
月
に
6
町
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
、
一
般
会
計
当
初
予

算
約
2
8
1
億
円
の
雲
南
市
だ
が
、

神
山
町
と
同
様
に
人
口
減
少
の
問
題

が
あ
り
合
併
時
に
は
約
4
万
4
千
人

で
あ
っ
た
人
口
が
現
在
約
4
万
人
と

な
り
、
平
成
36
年
に
は
3
万
5
千
人

ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
、「
人
口
の
社
会
増
」
を
目

指
し
た
定
住
促
進
の
取
り
組
み
を
最

優
先
で
行
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

森
林
面
積
は
、
市
の
約
8
割
の

4
3
・
5
4
1
ha
で
、
人
工
林
率
は

45
％
の
1
8
・
2
8
2
ha
と
森
林
資

源
が
豊
富
な
た
め
、
平
成
20
年
頃
よ

り
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
検
討
を
開
始

し
た
そ
う
で
あ
る
。
目
的
と
し
て
、

「
未
利
用
木
材
の
生
産
、
利
用
の
一

体
的
流
通
の
実
現
に
よ
る
新
た
な
地

域
内
循
環
の
創
出
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
に
よ
り
、『
森
林
環
境
が

良
く
な
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
こ

と
』
を
目
指
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

平
成
24
年
度
よ
り
、「
合
同
会
社

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
う
ん
な
ん
」
を
設

立
し
、
市
民
参
加
型
収
集
運
搬
シ
ス

テ
ム
の
運
営
を
開
始
し
た
。「
シ
ス

テ
ム
登
録
講
習
会
」
を
受
講
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
間
伐
し
た
後
の
山

に
入
り
残
材
を
造
材
・
集
材
し
土
場

ま
で
運
搬
す
る
。
そ
の
対
価
と
し
て

1
ト
ン
に
つ
き
2
千
円
と
地
域
の
里

山
券
取
扱
店
1
0
2
店
で
使
え
る
地

域
通
貨
を
市
が
負
担
し
て
4
千
円
が

支
払
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
集
め
ら
れ
た
残
材
は
工

場
で
破
砕
チ
ッ
プ
に
加
工
さ
れ
、
今

後
完
成
予
定
の
施
設
を
含
め
た
市
内

7
施
設
で
給
湯
や
空
調
ボ
イ
ラ
ー
の

燃
料
と
し
て
2
6
0
0
ト
ン
が
使
用

さ
れ
、
2
0
0
0
ト
ン
の
需
要
で
収

支
が
黒
字
と
な
る
想
定
だ
そ
う
だ
。

神
山
町
に
お
い
て
も
、
大
埜
地
で

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
集
合
住
宅

で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
給
湯

や
空
調
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る

が
、
森
林
資
源
の
活
用
や
山
林
の
荒

廃
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
住

民
参
加
型
収
集
運
搬
シ
ス
テ

ム
は
参
考
と
な
る
事
例
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
視
察
で
訪

問
し
た
島
根
県
の
市
町
村
は

「
古
事
記
に
書
か
れ
る
神
話

の
国
出
雲
」
を
観
光
資
源
と

し
て
、
神
話
の
看
板
を
設
置

し
た
り
挨
拶
で
紹
介
し
た
り

し
て
い
た
が
、
神
山
町
も
ま

さ
に
「
古
事
記
に
書
か
れ
る

大
宜
津
比
売
の
国
」
の
地
と

し
て
、
観
光
地
と
な
り
得
る

神
社
仏
閣
や
史
跡
が
数
多
く

あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活

か
す
か
が
課
題
だ
と
思
っ
た

視
察
だ
っ
た
。（
佐
出
議
員
）

雲南市での研修

１４議会だより かみやま議会だより かみやま
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議議会会をを傍傍聴聴ししまませせんんかか！！

皆さんが選んだ代表が議場でどんな発言をしているのかお確かめ下さい。

どうぞお気軽にお越し下さい。定例会は年4回（3月・6月・9月・12月）に開か

れます。日程・手続き等は議会事務局へお問い合わせ下さい。

神山町議会事務局 TEL676－1511（IP2002）

次の定例会は12月上旬～中旬です。

棒棒 搗搗 きき
2007年開催の第22回国民文化祭が徳島県主催で開催され当神山町で39年ぶりに復活し
た。伝統行事棒搗きを一過性のものにするのではなく上角住民により伝承し地域に広め
て住民の交流行事として定着させ地域の再
生を図る事を目的とし上角松葉連として初
めて競技に参加しました。
1チーム人数32人が参加し幅4．5ⅿ四方

高さ1．5ⅿの矢倉の上に連員が並び音頭に
合わせて綱を引くと高さ7．0ⅿの松の棒が
高く上がったチームが優勝する競技であり
ます。
参加チームは3組でした。順位は第2位
でした。以後上角夏祭りに取り入れ伝承し
ていく為に復活され現在に至っています。
毎年8月15日に行われています。

表紙の説明

第35号
平成29年11月15日発行
第35号
平成29年11月15日発行１５



議
会
の
動
き

10
月

4
日

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
整
備

改
良
促
進
期
成
同
盟
会

5
日

議
会
広
報
委
員
会

12
日

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研

修
会
（
愛
媛
県
）

10
日
〜
11
日

定
例
監
査（
出
先
機
関
）

18
日

徳
島
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

研
修
会

20
日

議
会
広
報
委
員
会

24
日
〜
25
日

定
例
監
査
（
本
庁
内
）

11
月

1
日
〜
2
日

監
査
委
員
全
国
研
修
会

6
日

森
林
管
理
道
倉
羅
川
井
峠
線
開

設
期
成
同
盟
会
総
会

13
日
〜
14
日

国
土
交
通
省
・
財
務
省

へ
の
要
望
活
動

19
日
〜
22
日

地
方
自
治
法
施
行
70
周

年
記
念
式
典
・
第
61
回
町
村
議

会
議
長
全
国
大
会
・
徳
島
県
町

村
議
長
会
研
修

下
旬

議
会
運
営
委
員
会

12
月

上
旬
〜
中
旬

12
月
定
例
会

公
職
選
挙
法
違
反
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
年
賀

状
な
ど
の
挨
拶
状
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
員
一
同

編編
集集
後後
記記

お
彼
岸
も
す
ぎ
、
す
だ
ち
、
お

米
の
収
穫
も
終
り
、
朝
夕
肌
寒
さ

を
感
じ
る
頃
、
高
い
山
で
は
紅
葉

の
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
9
月
28
日
に
突
然
衆
議
院

が
解
散
し
国
民
に
真
意
を
問
う
選

挙
に
突
入
し
、
10
月
22
日
に
投
開

票
と
非
常
に
短
い
選
挙
戦
で
す

が
、
去
就
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

神
山
町
で
も
秋
の
運
動
会
、
芸

能
大
会
、
敬
老
会
、
秋
祭
り
等
沢

山
の
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。味

覚
の
秋
、
収
穫
の
秋
と
申
さ

れ
ま
す
が
、
何
を
食
べ
て
も
美
味

な
季
節
で
す
。
食
べ
過
ぎ
に
注
意

し
健
康
管
理
に
努
め
た
い
も
の
で

す
。

（
新
居
榮
二
）

神

山

の

風

景

神

山

の

風

景
すだち座による人形浄瑠璃

平平成成２２９９年年
神神領領地地区区敬敬老老会会
9月24日環境改善センター3階で午

前9時30分より開催されました。
米寿は4名の方が表彰されました。

新しく敬老会に入会されたのは17名で
した。催し物は歌、踊、詩吟、銭だい
こ、すだち座による人形浄瑠璃、オカリ
ナ等で楽しい一日を満喫されました。小学生による敬老作文発表

敬老会の様子

１６議会だより かみやま
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